










要約:鳥取県で過去 20 年間に行ってきた外表奇形モニタリングで、病院ベースの内容と人

口べ一スの内容とを比較した。外表奇形の発生率は人口べ一スの方が病院ベースより低い

値をとった。それは 6.6～21.3%の低さであった。この傾向は、多胎児の外表奇形率が同

率であった点を除いて、性別、体重別、出産年齢別、在胎週数別、県外・内出産別のすべ

てにわたって同じ傾向をとった。この結果は妊娠・出産条件のよい個人医療機関での出産

に外表奇形が少ないことを示唆していた。


